
Ⅱ 本書に具体的に記載した追跡調査等 

■ Ⅳ その他の環境監視計画 

 工事及び事業の実施に当たっては、第２編 第２章でまとめたような環境保全対策を実施するが、必要に応

じて、以下の例に示すような環境監視も行うこととする。  

環境要素 測定・調査項目 

地上気象 風向・風速、雨量等 

大気質 SO2、CO等 

騒音  

大気環境 

振動  

水環境 水質 SS 

環境の自然的構成要素

の良好な状態の保持 

土壌環境・その

他の環境 

土壌汚染 土壌汚染に係る環境基準項目、硫化物等 

植物 注目すべき植物種 

動物 詳細調査を実施した注目すべき動物種 

生物の多様性の確保及び

自然環境の体系的保全 

生態系 典型性（中型哺乳類） 

景観 注目すべき視点からの眺め 

（ものみ山、ものみ台） 

人と自然との豊かな 

触れ合い 

触れ合い活動の場 注目すべき触れ合い活動の場 

 

 なお、工事及び事業の進捗状況に応じ、環境保全上特に配慮する事項が生じた場合には、適宜これに対す

る環境監視を行い、所要の対策を講ずる等環境保全に万全を期するものとする。 


